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巻頭言……小倉 睦郎（産業技術総合研究所）、小口 喜美夫（成蹊大学） 

新フェロー寄稿……内山 邦男、亀山 充隆、栗城 眞也、小林 功郎、鈴木 幸治、高田 進 

2007 年総合大会に向けて……二川 佳央（国士舘大学） 

巻頭言 
エレクトロニクスソサイエティ 副会長 (編集出版担当) 

小倉 睦郎（産業技術総合研究所） 

エレソ編集出版会議を担当する

ことになりました、産総研の小倉

睦郎です。ニュースレターでも紹

介されていますように、執行委員

会の機能を企画、編集出版、研究

技術の３会議に分担させ、議論を深めることになりました。

編集出版業務においては、和文、英文誌、ELEXにおいて営々

と、献身的な編集業務が続けられておりますが、紙ベース

から電子出版への移行期にあたり、会員の知的財産をどの

ように保全し、また、活用するべきかが編集出版会議の主

要課題です。インターネットを介した出版事業は、効率が

良い一方で、どのような公開原則を取り、事業継続のため

の費用をどのように徴収するべきか、前例の無い危うさが

あります。つまり閲覧を制限しすぎると、論文誌の広報性

が失われて、投稿のインセンティブが消滅し、良質な論文

投稿が減少し、出版業務そのものが衰退に向かう恐れがあ

ります。特に、会員のみの投稿や閲読制限は、論文誌が世

界的な認知を得るためには障害となるので、財務状況が許

す限りは、公開性を重視したいというのが、出版業務関係

者の共通した認識です。一方、全く自由な閲覧を許すと、

会誌、論文誌を購読するインセンティブが消滅し、労力と

費用を誰が負担するかという問題が浮上いたします。経営

基盤が破綻すると、技術体系に新たな知見を加えながら知

的資産として次世代に伝承するという学会の重要な任務

が全うできません。利益を上げる必要はないが、持続的な

学会の発展のためには、ディジタルアーカイブを基盤とし

た新たなビジネスモデルを構築する必要があります。 

実際、閲覧者の立場に立つと、価値のある情報に対して、

ある程度の対価を支払うのは、やぶさかではないが、早い

話、いちいちパスワードを問い合わせたり、入会案内を調

べたりして時間を浪費するのが苦痛です。一方、学会経営

の観点からは、重要な文献のアーカイブにアクセスするた

めには、その会員あるいはソサイエティ員になるしかない

という決断をさせたいのですが、初めから門前払いになら

ないように、ソサイエティ内に誘導する処置として、まず

欲しい文献に容易にアクセスできるような配慮が必要で

す。すなわち、サーキュレーションの拡大は、良い論文の

投稿を促す前提条件ですから、公共機関に対するサイトラ

イセンスは必要ですし、非会員からのアクセスに関しては、

比較的低廉なPay Per View (PPV)料金を設定して、定額に

達するとそのソサイエティに准員として自動入会させる

ような制度が考えられないかと思います。 

学会の魅力は、研究会や大会で、研究者間の出会いの場

が提供されることですが、会員サービスの観点から言えば、

研究会や大会のスコープを良く整理して、どこで何が議論

されているのかを分かやすく提示し、会員の情報収集効率

が上がるような工夫が必要であろうとの指摘があります

（ニュースレター#116）。技術研究報告は、電子情報通信

学会活動の中核である各専門委員会の活動記録ですので、

これをオンライン購読システムあるいは PPV システムに

組み込むことにより、会員へのサービスの向上と専門委員



会のメンバーの増加や委員会への財政補助が両立するの

ではないかと想像します。更に、専門委員会で議論を経た

研究成果は、残すべき研究情報として、和文誌と英文誌に、

あるいは、速報性やディジタル情報を含むものは ELEX に

投稿していただくことを心がけていただけると、電子情報

通信学会の活動が相乗的に発展すると期待いたします。 

1980 年東京大学大学院工学系研究科電子工学専攻博士課程修

了．工学博士．同年電子技術総合研究所(現 産業技術総合研究所)

入所．化合物半導体系光・電子デバイスの研究に従事．98～02

年 JST 戦略基礎研究推進事業(CREST)，04～09 年(予定)総務省産

学官連携先端技術開発プロジェクト(SCOPE)代表． 

 

 
「論文誌の活性化にむけて」 

エレクトロニクスソサイエティ 和文論文誌編集委員長  

小口喜美夫 (成蹊大学） 

本年度のエレクトロニクスソサイエ

ティ和文論文誌編集委員長を担当する

ことになりました成蹊大学の小口でご

ざいます。 

さて、本年４月よりご承知のように

論文誌は世界の多くの学会の論文誌と

化が計られ、出版の形態が大きく変化しました。しかしな

がら、和文論文誌の出版に関して課題がいくつかございま

す。最も大きな課題は、一般論文投稿数の低下です。論文

誌は学会活動の中でそのアクティビティを示す重要な位

置づけと考えられます。まずは投稿いただかなければなり

ません。これについて、現状と今後の展開案につきまして

述べさせていただきます。 

同様にオンライン

2005 年度までの過去 10 年間の一般論文投稿数は、年平

均約 120 件、一方、特集号論文投稿数は、年平均約 40 件

でした。しかしながら、ここ３年間では、それぞれ年平均

91 件と 67 件となっております。合計数ではここ 10 年間

大きな変化がありませんでしたから、特集により論文誌を

維持してきたことになります。投稿組織を見ますと大学か

らの投稿数はあまり変化がありませんが、大手一般企業か

らの論文が特に減少しているように見受けられます。 

ではどのような対策が考えられるでしょうか。 

①本会研究会で発表（技術研究報告として出版）された

成果が論文につながることはこれまであまり多くありま

せんでした。このフローを太くすることが考えられます。 

②学生諸君にとって、研究成果をまとめるには和文論文

が一番身近ではないでしょうか。大学から投稿しやすくす

る方法が必要と思われます。 

③企業からの投稿は、企業業績や社内方針に大きく影響

されてしまいますが、著者本人だけでなく、一緒に研究開

発を進めている同僚、さらにはマネージメント担当者の理

解と熱意が必要と思われます。 

①②につきましては、研究専門委員会とのさらなる連携

や、投稿料の低減が一つの方法ではないでしょうか。 

③につきましては、さまざまな機会を利用し、特にマネ

ージメント的立場の方へ情報発信を続けることが必要と

思われます。 

今後和文論文誌編集委員会メンバをはじめ、エレソ内の

関係各位と連携をもち上記のような案を考えつつ、論文誌

の活性化にむけ検討していきたいと考えます。最後に、こ

の紙面を読んでいただいた会員の皆さん、さらには周りの

関係の方々にぜひ近いうちに論文を投稿していただける

ようお願い致します。 

1980 年 名大大学院工学研究科修士課程修了. 同年 日本電信

電話公社（現 NTT）に入社. 以来 光 LAN の研究開発, ATM ネット

ワークの研究開発, フォトニックネットワークの研究, 先進的

フォトニックデバイスのシステム応用研究, 大容量コンテンツ

配信ネットワーク技術の研究, とこれらのマネージメントに従

事. 2004 年 成蹊大学理工学部教授. 情報通信ネットワークとそ

の応用に関して, 物理レイヤからアプリケーションまで幅広い

研究と教育に従事. 

 

 

新フェロー寄稿 

｢デジタルコンバージェンス時代のマイク

ロプロセッサ」    

内山邦男（日立製作所） 

このたびフェローの称号をいただ

き身に余る光栄です。１９９０年代の

初頭から取り組んできた「デジタル民

生機器向けマイクロプロセッサの先

駆的研究開発」を評価していただいた

ようで、いままでご指導いただいた諸先輩、関係各位に深

く感謝する次第です。 



 １９７１年にインテル社が４００４を開発して以来、マ

イクロプロセッサは３５年の歴史をもっています。筆者も

８０年代からマイクロプロセッサの研究開発を始めて、二

十数年が経ちました。最初の十年は性能向上一辺倒の時代

でした。消費電力などは優先順位の低い課題でした。しか

し、９０年代に入りデジタル民生機器向けの新しいタイプ

のマイクロプロセッサ群が出現しました。これらのマイク

ロプロセッサの開発目標は、電力性能比（MIPS/W）、価格

性能比（MIPS/\）を徹底的に追求しながら、民生機器のさ

まざまなデジタル化の要求性能を満たすことです。このた

めに、回路、論理、方式、アーキテクチャ、ソフトウェア

など様々な設計階層での技術開発が進められました。著者

が関係した SuperH マイクロプロセッサ（SH）でも、１９

９２年の先頭製品の 30MIPS/W から最近の製品では

6000MIPS/W と、この十数年間で２００倍に電力性能比を

向上させてきました。これが民生機器のデジタル化を大き

く進展させる原動力の一つであったと考えています。 

 近年、デジタル民生機器はさらにデジタルコンバージェ

ンスの方向に進んでいます。このデジタルコンバージェン

スという言葉は、MIT のネグロポンテ教授が１９９５年に

「Being Digital」という論文で使ったものです。最近の

携帯電話やカーナビゲーション、デジタルテレビの放送通

信融合などの動きを見ていると、まさにデジタルコンバー

ジェンスの時代に入ったと思います。動画、静止画、オー

ディオの圧縮・伸張やグラフィクスなどのメディア処理、

音や画像の認識・合成、暗号・セキュリティ、バイオメト

リクス、情報通信の処理がひとつの機器に収斂されていき

ます。最近のデジタルテレビでは音と動画の認識によりサ

ッカーのゴールシーンを抽出するようなこともやってい

るようです。このように発展しつづける様々なデジタルア

プリケーションをマイクロプロセッサやそれを内蔵する

SoC でいかに効率よく実現するかが今後の課題となりま

す。 

 半導体技術のトレンドを見ると、この課題はいままで以

上に難しくなることが予想できます。130nm テクノロジの

時代までは電圧スケーリングが可能であったので、半導体

を微細化することは、周波数、消費電力、集積度という全

ての観点で設計側から見てメリットがありました。しかし、

微細化によるリーク電流の増大のために電圧を下げるこ

とが難しくなっています。消費電力を下げながら、あるい

は、一定に保ちながら周波数をあげることは大変難しくな

りつつあります。唯一、集積度の向上だけが設計メリット

として残り、これを最大限に生かしたアーキテクチャの構

築が必要です。 

 チップ上に並列化技術を導入することが一つのポイン

トです。ホモジニアス／ヘテロジニアス・マルチコア、SMP

／AMP、動的再構成プロセッサ、SIMD／MIMD、メディアプ

ロセッサなど、古いアーキテクチャの見直しや新しいアー

キテクチャの提案が盛んになっていますが、決定打はまだ

見えていません。「デジタルコンバージェンス時代のマイ

クロプロセッサ」はどうあるべきか。これに対する解を求

めるべく、これからも若い力とともに努力してまいりたい

と考えています。 

1978 年 東京工業大学大学院情報科学科修士課程修了. 同年 

(株)日立製作所中央研究所に入社. 以来, CAD, メインフレーム, 

キャッシュ, マイクロプロセッサ, SoC の研究開発に従事. 現在 

(株)日立製作所研究開発本部技師長, 東京工業大学連携教授, 

早稲田大学客員教授, 博士（工学）. 市村産業賞貢献賞, R&D100, 

科学技術長官賞･科学技術功労者, 電気通信普及財団賞, 紫綬褒

章などを受賞. 

 
「未来指向の研究開発への願望」 

亀山 充隆（東北大学）      

 私のフェロー受賞は「知能集積シ

ステムの先駆的研究」というタイト

ルでいただきました。私の担当して

いる分野名（小講座名）も「知能集

積システム」であり、研究室全体が

受賞されたような感じで、たいへん光栄に思います。さて、

私の目指していた知能集積システムは、知能システム、集

積システムさらにリアルワールド応用の３つの要素が融

合したものをターゲットにしていました。１９８０年代に

はすでに当時の主流であったメカトロニクス（マイクロプ

ロセッサを機械システムへ応用する）というテーマが隆盛

を誇っていましたが、新しいロボット専用の高集積プロセ

ッサを開発することを主眼として、高安全監視システム、

知能ロボットシステムなどのリアルワールド応用知能シ

ステムでは、高速応答性（実世界の動的環境への追従性）、

転送ボトルネックフリーアーキテクチャ（センシングと演

算処理の一貫する超並列性）、さらにモバイル VLSI コンピ



ューティング（機器組込みのためのシステムインテグレー

ション、超小型化、低電力化）の要件を満たすべきことに

着目した、知能集積システム学と呼ぶ分野の提唱を行って

まいりました。これは、今のシステムＬＳＩの潮流の１つ

となっている分野でありますが、まだまだ多くの課題に着

手する必要があります。 

現在、科学技術の社会への貢献が強く望まれているが、

原点に帰った発想は重要である。科学技術は必ずしも経済

に隷属するものではなく、より次元の高いレベルで未知の

ものを探求していくという、下記のような視点からの研究

開発も、特に大学においては重要であると考えております。 

（１）夢と熱意がもてるテーマに着手する。 

（２）原理的に（将来に）実現可能性があると共に潜在的

利点を有する基盤技術。但し、コストなどの実用性はその

時点では超越してもよい。 

（３）思考を立体化し，高次元からの視点に基き 

概念を形成する。その概念が今までにはない新しいもので

あり，できるだけ単純で，後で言われてみると当たり前に

思えるようなもの。 

 「２０年以上先の将来有望となる技術」は、「今の技術

では実用性が問題である」と疑われるものであればあるほ

ど、逆に大きな可能性もあるとも言えると思います。例え

ば、メカトロニクスが隆盛の時代、専用ＶＬＳＩ開発はコ

ストのかかる実用性のないことであるとよく言われたも

のであります。 

具体的に花開く技術が何であるかを言い当てることが

できれば苦労はないが、「２０年以上先に花開く技術の候

補案」を、単なる自分自身の興味という観点の私見として、

以下を挙げたいと思います。 

（１） 人間の知能に迫る知的能力、特に情報を新しく創

生する能力をもつ知能システムの実現。 

（２）リアルワールドの不確定性とつきあえるバストな情

報システムとその応用。 

（３）ハード・ソフトが融合し、生体のように VLSI の内

部で自律性・適応性を有するアーキテクチャ。 

（４）「人間のこころ」に関わる情報システム実現。 

将来の発展を担う方々は、なおさら大きな夢を描いて欲

しいものである。私自身は、今となっては、２０年後はど

うなっているかを楽しみにしたいという心境もなかばあ

ります。 

昭 48 東北大・工・電子卒．昭 53 同大大学院博士課程修了．同

年同大工学部助手，昭 56 同助教授，平 3 同教授，平 5 同大大学

院情報科学研究科教授，現在に至る．知能集積システム，VLSI

プロセッサの構成理論，多値ＶＬＳＩコンピューティングなどの

研究に従事．IEEE 多値論理国際シンポジウム優秀論文賞（1984

～1989 計５回），昭 61 年度計測自動制御学会技術賞，平 2 年度本

会論文賞，平 2 日本ロボット学会技術賞，平 14 年デザイン・オ

ブ・ザ・イヤー審査員特別賞などを受賞．IEEE Fellow． 

 
「見えないものへの興味」 

栗城 眞也（北海道大学電子科学研究所） 

 学生における IT の人気が低下して

久しいようである。どの大学でも工学

系、それも電子情報系に受験する高校

生の偏差値が年々低下し、学内のいろ

いろな学部の中でも底辺をあえいで

いるようである。出来の良い学生はもちろんいるのだが、

すそ野が広がって平均値が下がったということらしい。入

学した後の各部移行や学科配属でも同様に人気がなく、平

均値が落第点の学生が電子・電気工学科に行ける大学があ

る、などと聞こえてくる。私のいる大学も例外ではなく、

教員は皆、危機感を抱いている。 

どうしてこうなったか、という理由にはいろいろな意見

がある。「IT ではケータイなんかを作っている」、「工学系

には夢がない」、「教員が工学部生の教育をしっかりやって

こなかった」、「企業が優秀な電気系の技術者を大事にしな

い」、「IT 産業が成熟したためで、どんな産業でも成熟す

ればこうなる」等などである。 

私見であるが、TV や DVD、ゲームなどの情報機器が発達

し、身の回りにありふれた存在になったことの影響がある

ではないだろうか。これらは、実に豊かな視覚情報を与え

てくれる。ハイビジョン TV や高画質のゲーム機器はその

例で、年々空間と時間領域のビット数（画素数やスムーズ

な動き）が増加している。脳の視覚神経の数は数百万本あ

り、聴覚神経よりちょうど二桁多い。一次元と二次元の違

いである。このような多量の視覚データが、敏感期と呼ば

れる脳神経の可塑性の一番高いときから青年期まで若者

に与え続けるとどうなるであろうか。いま、日本ではその

ような縦断的調査をやっていることになる。 

多量の画像情報を一方向的に受けると、目に見えるもの



がすべてとなって見えないものへの興味が育たないので

はないだろうか。電車のなかでゲームや携帯に取り組んで

いる若者をみると、目を閉じて何かを思考することを楽し

いと感ずる脳の回路があり得るだろうか、などと疑ってし

まう。 

工学の原点は物つくりにあり、目に見えて手で触れるこ

とのできるものが対象であるはずだが、学問の基本はヒト

の脳の中にある見えないもの、すなわち「概念」にあると

思う。電子工学のなかで扱う電子を直接見たひとはいない

し、情報は概念そのものである。数式は、背後にある論理

性に意味がある。これに対し、物体がより重要である対象

（例えばロケットやロボット）は学生に人気が高いようで

ある。目に見えるものへの志向性を示す例と思われる。 

実は、脳は目に見えているものを見ているのではなく、

見ようとするものだけを見ている。目の前に探しているも

のがあるのに、思い込みで他に注意が向いていると気がつ

かないことがある。あるいは、自分の記憶の中にある像を

投影して現実の像に重ねている。物体の一部しか見えない

のに全体が分かったり、二次元の絵から三次元の形が見え

たりする。脳はまた、多量の情報を忘れることができ、そ

の中から必要なものを抽象化して概念として記憶する。

我々は、これらの高度な情報処理を意識することなく、

日々行なっている。 

このようなことを考えると、多量の画像情報を取捨選択

し概念へと転換するような脳の処理回路を鍛えれば、科学

好きの若者が育つ可能性がある。ヒトは論理的な思考や必

要性で行動するのではなく、過去の経験で得た好き嫌い

（情動）で行動を選択しているといわれる。とすれば、見

えないものへの興味を育てるには、敏感期にそのような志

向性を育むような脳への入力がキーポイントであろう。理

科教育という狭いジャンルよりも、広い意味での情操教育

が必要なのかも知れない。 

1970 年 北海道大学工学研究科修士課程修了, 1980 年 同大学

応用電気研究所助教授, 1991 年 同大電子科学研究所教授，現在

に至る. この間（1991～1996）岡崎生理学研究所客員教授. 工学

博士. 超伝導磁気センサ(SQUID)と生体磁気計測応用に関する研

究に従事. 電子情報通信学会, 電気学会、日本生体医工学会，生

体磁気学会，応用物理学会などの会員. 

 
 

「フェロー称号を機に思ったこと」 

        小林 功郎 (東京工業大学) 

 電子情報通信学会の更なる発展

を目指す新しい施策のひとつとし

て平成 12 年度より開始されたフ

ェロー制度には、企画･調査理事と

してその創設に関係したのを皮切

りに、ソサイエティ会長、総務理事として制度の定着･充

実に関わってきました。今回、フェロー称号を授与いただ

き、関係の皆様に深く感謝いたします。 

 今回、フェロー称号は“光通信用半導体レーザの研究開

発と実用化に対する貢献”という内容でいただきました。

この光通信用半導体レーザには、大学在学中から企業の研

究所の時代を通して、比較的緊密に関わってきました。今

回の受賞を機に、30 数年前の入社直後の頃が思い出され

ました。水銀リレーにより同軸ケーブル遅延線に貯めた電

気エネルギーを半導体レーザに加える方式のパルス発生

器の、電流を増加させるつまみを回しながら、ノクトビジ

ョン（赤外線暗視装置）で発振時に生じる干渉縞を必死で

追いかけていました。つまみを回すと電圧計の針が動きま

す。その目盛りは１ｋＶから２ｋＶあたりを指していまし

た。この半分の電圧が 50Ω同軸線路に供給されるので、

電流パルスのピーク値は１０Ａから２０Ａになります。現

在の半導体レーザの動作電流は数ｍＡから 100ｍＡ程度

なので、3桁ほどの改善になります。世界規模の情報ネッ

トワークのキーデバイスに成長した半導体レーザの大き

な進歩の一端が見てとれます。このようにひとつのデバイ

スの黎明期の研究開発から最近の実用化まで従事するこ

とが出来たことを大変幸運に思います。 

 ソ連のヨッフェ研究所、米の AT&T ベル研究所に続いて

の国内初の室温連続発振およびそれに続く急速劣化の克

服については、大学卒業後就職した NEC の研究チームの端

っこでわずかの仕事をしたに過ぎません。その後、水平横

モード不安定問題、外部光注入同期や自己光反射による高

速変調特性改善、長波長帯への展開、その単一軸モード化、

さらには波長可変や集積化などの研究開発と、これらのう

ちのいくつかの実用化に従事する機会を得ました。入社後

10 数年は、実際に手を動かす研究者として、その後は主

としてチームをまとめ引っ張っていくマネジャーとして、

これらの問題に取り組みました。年 2回の電子情報通信学



会の全国大会や応用物理学会の講演会は、研究成果を発表

し、競合他社･大学の成果や考え方を知る貴重な機会でし

た。良い成果を得て自信を持って臨んだ時や、それほど良

い成果ではないが参加することに意義があると称して無

理やり参加した時など、様々な思い出があります。いずれ

の時も、講演の場での質疑と、講演が終わったあとの夕方、

会場近くでアルコールを入れながらの競合他社の研究者

との会話を、ある時は楽しみ、ある時はどきどきはらはら

しながら行ったように思います。講演の場での公式の質問

と公式の答えに加えて、いわゆるアフター５でのさりげな

いやり取りの中から、同じ方向に向かっているなーとか、

ウム、大分先行されたなー、とか、思ったものです。これ

らの質疑応答や会話に大きな刺激を受け、競合相手と別れ

て家へ帰る途中、グループのメンバーと、さあこれからこ

うしよう、あの大学のあの試みは面白いね、などと話をし

たものです。 

 このような経験から、学会あるいはその中のソサイエテ

ィの重要な役割のひとつに、議論あるいは意見交換の場の

提供によりある領域の技術の発展･展開に大きな影響力を

発揮することが挙げられるように思います。小生、ソサイ

エティ会長のときフェロー称号をお渡しした後、新フェロ

ーの皆様に、“ぜひ学会の大会などにどしどし出て来られ

て、議論を盛り上げてほしい”とお願いしました。今回の

受賞を機に、そのお願いの一端を自分でも実行しなければ

いけないと思っております。エレクトロニクスソサイエテ

ィおよび電子情報通信学会のますますの発展を期待いた

します。 

1970 年 東京工業大学理工学研究科修士課程修了. 同年日本

電気（株)入社. 以来 光通信用半導体レーザおよび光デバイスの

研究開発・実用化に従事. 2002 年より東京工業大学精密工学研究

所教授に就任, 現在に至る.工学博士. IEEE フェロー.  

 
「TFT-LCD の研究開発と実用化」 

鈴木 幸治（SED 株式会社） 

今回は「TFT-LCD の研究開発と

実用化への貢献」ということでフ

ェローを受賞することができ大変

光栄に存じます。これまでご指導

いただいた諸先輩をはじめ苦労を

ともにした研究所の皆様へ心より感謝いたします。この機

会に小職が携わった TFT-LCD(Thin-Film Transistor)研究

開発の状況を簡単にご紹介します。 

 入社当時、CRT が唯一の汎用ディスプレイであったが、

対角サイズの 2～3 乗で増加する重量のため大型化が困難

で、薄型平面ディスプレイの出現が待たれていた。その応

用分野も当時からパソコンと壁掛け TV と明確であった。

今では当時の大型計算機の 1000 倍以上の能力をもつパソ

コンの画面として誰もが使用し、CRT では実現できなかっ

た40インチ以上の大型平面TVも急速に普及し始めている。 

TFT-LCD はディスプレイの各画素の液晶を駆動するた

め、ガラス基板上に薄膜トランジスタ（TFT: Thin Film 

Transistor）をマトリックス状に形成した構成からなり、

アナログのダイナミックメモリ動作で表示画像を形成し

ている。その基本概念は 1971 年に RCA から発表されてい

たが、研究開発が加速したのは 1979 年に英国ダンディー

大学がプラズマ CVD で成膜したアモルファス・シリコン薄

膜でトランジスタ動作を発表してからである。小職も

1980 年より TFT-LCD の研究を開始し、1981 年に対角 2 イ

ンチの白黒表示のディスプレイを試作し展示発表を行っ

た。その後、パソコン用の 10 インチ級カラーTFT-LCD の

実用化を目指し、1985 年に 10.4 インチのカラーTFT-LCD

を試作発表し1990年に10.4インチVGAの量産を開始する

までになった。この間、研究開発部門は画質の向上とロー

コスト技術を開発し実用化させた。TFT-LCD は基板面積の

大型化が進み、現在では第８世代とよばれる 2160×2480

ミリのガラス基板による生産が始まっている。52 インチ

の TFT-LCD が 6 枚取れる大きさである。 

 アモルファス・シリコン TFT は電子移動度が 1cm2/Vs

以下と結晶シリコンのMOSFETよりも3桁ほど小さいため、

駆動回路には適用できず駆動用の IC を周辺に多数実装す

る必要がある。この課題を解決するためレーザーアニール

を用いた多結晶シリコン TFT の開発を 1990 年ごろより開

始し、1997 年に周辺駆動回路をガラス基板上に一体形成

した 12 インチ XGA を試作し展示した。多結晶シリコン

TFT-LCD は高精細の中小型ディスプレイとして 1998 年よ

り実用化されている。 

 現在は表面導電型電界放出素子を用いた、蛍光体を電子

線 励 起 発 光 さ せ る SED （ Surface-Conduction 

Electron-Emitter Display）の開発を行っている。黒輝度

が低い高コントラストときめ細かな階調表示、そして残像



のない鮮明な画像を特長とした低消費電力ディスプレイ

であり、大型 TV の実用化を目指している。   

 25 年の間、アモルファス・シリコン TFT および多結晶

シリコン TFT の研究開発に携わったが、常に課題と対策の

連続であった。物事の原理・原則をいかにつかんでいるか

が開発のスピードに直結する。幅広い知識と最新の情報・

データに基づく現象のモデル化と対策立案、検証の繰り返

しとなる。TFT-LCD の開発において、学会や研究会での情

報入手や議論が大いに役立ったと感じている。小職もいく

つかのディスプレイ関連の研究会・国際会議の委員を担当

してきたが、学会活動を通じて得られた情報・人脈は、自

身の研究開発に欠かせないものである。今後は、若手の育

成も含めディスプレイ分野の発展という立場で積極的な

学会活動を継続する所存です。 

昭和 49 年 横浜国立大学工学部電気工学科卒, 昭和 51 年東京

大学大学院工学系研究課電子工学専攻修士課程修了, 昭和 51 年

東京芝浦電気総合研究所電子部品研究所入社, 昭和 57 年米国イ

リノイ大学材料研究所客員研究員, 平成 17 年株式会社東芝より

SED 株式会社へ出向中. SID(Society for Information Display)

フェロー, 映像情報メディア学会フェロー, 市村産業賞功績賞

受賞, SID 論文賞などを受賞、著書「カラー液晶ディスプレイ」. 

 

「2006 年フェローの称号を頂いて」 

高田 進 (埼玉大学) 

2006 年 9 月 20 日、電子情報通信

学会 エレクトロニクスソサイエテ

ィ大会のプレナリーセッションが開

かれ、そこでフェロー称号の贈呈式

が行われました。「ジョセフソン集積

回路の研究開発」への貢献を認めていただき、フェローの

称号を頂きました。会長 伊澤達夫先生のご臨席のもとで、

ソサイエティ会長の保立和夫先生から、「IEICE FELLOW」

と書かれた盾と「EiC」の文字の入ったバッチの贈呈を受

けたとき、大変光栄なことで身の引き締まる思いを致しま

した。振り返ると、先人が標した道しるべを辿っただけの

ようで気恥ずかしくも思われ、また、新しい研究に挑戦で

きた職場(電子技術総合研究所：現産業技術総合研究所)

と、研究仲間であった方々への感謝の思いでいっぱいです。

ジョセフソン集積回路の研究は、動作原理に始まり、回路

設計、微細化技術、集積化技術など多岐に亘り、とても研

究者一人で行える研究ではありません。実際、世界的に大

勢の研究者が携わりました。研究を通して文化の異なるい

ろいろな国の研究者と交流が深められたことは大きな喜

びになっています。 

ジョセフソン集積回路の基礎は、ジョセフソン接合に始

まります。1962 年 B.D.Josephson は二つの超伝導体を接

近させると電位差なしに超伝導電子(電子対)がトンネル

することを理論的に予測し、1964 年 Anderson と Rowell

によって、実際にこのトンネル効果が検証されました。そ

してこの超伝導電子のトンネル効果を利用したジョセフ

ソン接合の研究が始まりました。その一つはジョセフソン

接合を応用したデジタル回路です。Bell 研究所や IBM 研

究所などの研究者が精力的に取り組みました。aJ(アトジ

ュール)の小さなエネルギーで、しかも ps(ピコ秒)の時間

で高速スイッチを行う魅力的な電子素子です。数 nm(ナノ

メートル)の厚みをもつ均一な絶縁体を二つの超伝導薄膜

でサンドイッチ状に挟み込んだ接合をμm(マイクロメー

トル)の寸法に微細化してジョセフソン接合素子を作製し

ます。デジタル回路では情報の”1”と”0”を処理するた

め多数のジョセフソン素子が必要です。そのため一つの基

板にできるだけ多くのジョセフソン素子を作製し、これを

配線して集積回路を作ります。はじめはジョセフソン接合

を利用して演算する為の論理ゲートをどう構成するのが

良いかが課題でした。いろいろなアイデアや工夫が生まれ

ました。それを実証する為、鉛合金と呼ばれる超伝導薄膜

を用いたジョセフソン素子の酸素プラズマのトンネル障

壁作製プロセスとリフトオフプロセスによる集積化技術

が IBM の研究者によって開発されました。これを足掛かり

としてデジタル回路に必要な論理回路やメモリの研究が

精力的に進められました。しかし、この材料はソフトで、

わずか数 nm の厚さしかないトンネル接合のジョセフソン

素子を何万個と集積するとその特性にばらつきが生じ、大

規模なデジタル回路にその特性をそろえることが難しい

ことも判りました。この課題を解決したのはロブストな

(硬い)ニオブ系超伝導材料を用いたジョセフソン接合の

作製技術です。ロブストな材料の微細加工に新たにドライ

エッチングプロセスが生まれました。得られるジョセフソ

ン接合の特性はそれまでに見られない優れたもので集積

された接合の特性は驚くほどばらつきの少ないことが判

りました。そして、いろいろな人のアイデアが重なり合っ



て新しいジョセフソン集積回路を実証する機会が与えら

れました。 

1990 年、つくばにある電子技術総合研究所で ETL-JC1

と名付けたジョセフソンコンピュータの動作実験が行わ

れました。総数 22,000 個のジョセフソン接合を４つの IC

チップ(ＡＬＵ, Sequencer, ＲＡＭ, ＲＯＭ)に集積し、

これを互いに接続しました。小規模ながら RISC アーキテ

クチャの128ステップの10bitＲＯＭプログラムが自走し、

４ビットデータの正しい演算処理を確認しました。この成

果は IEEE Transactions on Applied Superconductivity, 

Vol. 1, No. 1, 1991 の創刊号に掲載されました。 

ロブストなニオブ系超伝導薄膜を応用したジョセフソ

ン集積回路技術はその後、種々のジョセフソン素子の応用

研究に用いられることとなりました。たとえば、遥か宇宙

から地上に届く微弱な電波の受信を行う電波望遠鏡の検

出器、ジョセフソン接合が発生する高精度な電圧標準器、

人体の活動に伴い発生する生体微弱磁気の検出に応用し

たＳＱＵＩＤ(超伝導量子干渉素子)などが挙げられます。

超伝導ならではの特性を応用した電子デバイスの研究に

ジョセフソン集積回路技術が一層、広がることを念じてお

ります。 

昭和 42 年 横浜国立大学工学部電気工学科卒業, 昭和 44 年 

同大学大学院工学研究科電気工学修士課程修了, 同年 通商産業

省工業技術院電気試験所(元電子技術総合研究所)入所, 昭和 61

年 同所基礎部クライオエレクトロニクス研究室長, 昭和 63 年 

電子デバイス部超伝導エレクトロニクス研究室長, 平成 6 年 同

所統括研究調査官, 平成 8 年 埼玉大学工学部教授. 昭和 56-57

年 ドイツマックスプランク研究所客員研究員(物理学・天体物理

学研究所). 工学博士(昭和54年 東北大学). 科学技術長官賞(昭

和 62 年), つくば賞(平成 3 年)を受賞.  

 
「2007 年総合大会に向けて」 

ソサイエティ大会運営委員長 二川 佳央 （ 国士舘大学 ） 

2007 年総合大会は 3 月 20 日（火）から 23 日（金）の

間、名城大学（名古屋市）において開催されます。エレク

トロニクスソサイエティでは、一般講演に加えて研究専門

委員会、時限専門委員会から頂いたご提案に基づき、以下

の一般公募シンポジウムが企画されています。光エレクト

ロニクス関連では、通信ソサイエティと共同企画で“フォ

トニックネットワークを支える光スイッチ技術”、電磁界

理論関連では“有限・無限（周期）構造系の電磁界解析と

その応用”、レーザ・量子エレクトロニクス関連では“窒

化物／ワイドバンドギャップ光半導体とその応用の新展

開”において、エレクトロニクス分野における最新技術の

研究成果が発表されます。また、有機エレクトロニクス関

連では“有機エレクトロニクス・分子エレクトロニクスの

新展開”、超伝導エレクトロニクスでは“単一光子検出技

術-量子通信を目指して”と題したエレクトロニクスから

通信に至る新しい分野の技術展開に関して議論がなされ

ます。さらにテラヘルツ応用システム関連では、“テラヘ

ルツ波技術の進展と実用化への展望”、マイクロ波，ミリ

波関連では、“マイクロ波トランジスタ増幅器の現状と今

後の展開”、及び“可変マイクロ波回路”等のホットな企

画が準備されています。これらのシンポジウム企画に加え

て集積回路関連から、“低侵襲医療診断・治療を実現する

エレクトロニクス技術”と題するチュ−トリアルセッショ

ンが準備され内容の充実が図られています。 

一般講演発表登録締切日は2007年 1月 10日 17:00必着

となっておりますので、この機会に是非とも御講演発表を

ご検討頂けましたら幸いです。原稿投稿の際には下記をご

参照ください。 

http://www.toyoag.co.jp/ieice/kaikoku/index.html 

2007 年総合大会へのご講演・ご聴講等のご案内に関す

るホームページのアドレスは以下の通りです。 

http://www.toyoag.co.jp/ieice/G_top/g_top.html 

最新のプログラムにつきましては順次ホームページに

アップロードいたしますとともに、索引機能付プログラム

は 2 月 17 日公開予定です。CD-ROM は 3 月 7 日（水）～3

月 10 日（土）に講演者・予約聴講者に事前発送しますの

で、ご講演の事前準備、ご聴講の下調べ等に御活用頂きま

すようお願い申し上げます。 

総合大会開催・運営担当関係の皆様には引き続き開催準

備の労に対して深謝申し上げますと共に多くの方が 3 月

に開催される名城大学の総合大会でご講演頂き、ご聴講と

併せてご参加賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

（シンポジウム課題等は2006年 10月現在の情報を基にしてお

り、開催時のプログラムと若干異なる場合がありますことをご了

承ください。） 

 
（企画広報担当: 望月） 


